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第３１号

立 ち 直 りの輪をつなぐ 広 報 紙

発行：法務省 仙台矯正管区

☑ 東北６県の刑務所や少年院などの矯正施設を所管する「仙台矯正管区」では、地域の皆様と
一緒に「再犯防止」の取組を進めています。

仙台矯正管区
立ち直り応援リーダー
管くまちゃん

☑ この広報紙「つなぐ」は、東北６県における「再犯防止」の取組や「矯正施設」の取組などについて
毎月発信しています。気になることや疑問に感じたことは、ぜひ、お気軽にお問い合わせください。

犯罪をして検挙される人は、
ここ数年減少傾向が続いて
おり、特に初犯者は大きく減少
しています。

一方で、再犯者の減少の割
合は初犯者に比べると小さく、
ほぼ横ばいの状態が続いてい
ます。

再犯者を減らすことは、地域の中の犯罪を１件でも減らし、被害者
を一人でも減らすことにつながります。再犯防止施策は、安全・安心
な地域社会をつくるための取組と言えます。

つ ぐな
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再犯者数はほぼ横ばい→
その結果、
全体のうちの再犯者の割合
は４８.６%・・・
検挙された人の２人に１人
が再犯者という
現状があります。



★青森県の令和3年の再入者率は４８．９％。

”新受刑者の

２人に１人が再入者”

※データはいずれも法務省矯正局調査によるもの

６５歳以上
１4％

65歳以上
１３％（全国）

再入者 初入者

”新受刑者のうち

1８％の人が高齢者”

★犯罪時、青森県に
居住していた新受
刑者のうち、
65歳以上の者の
割合は約1８％。

全国の集計における
割合（1３％）と比べる
と、やや高い値である
と言えます。

“新受刑者のうち7４％の人が

犯罪時に無職“

★犯罪時、青森県に
居住していた新受
刑者のうち、犯罪時
に無職であった者の
割合は約７４％。

全国の集計における
割合（69％）と比べる
と、やや高い値である
と言えます。
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（人）

全国の集計における割合（５７％）よりも
低い値であると言えます。

“新受刑者の５５％の人は

最終学歴が高卒未満“
”新受刑者のうち１８％の人が

精神障害を持っている”

★犯罪時、青森県に
居住していた新受刑
者のうち、最終学歴
が高校未満である者
（中学校を卒業後に
進学していない人や、
高校を中退した人な
ど）の割合は約５５％
となっています。

高卒未満
５５％

高卒未満
４２％（全国）

無職
7４％

無職
６９％（全国）

６５歳以上
１３％（全国）

６５歳以上
１８％

精神障害あり

１８％

精神障害あり

１５％（全国）

★犯罪時、青森県に
居住していた新受
刑者のうち、何らか
の精神障害を持つ
者の割合は
約１８％。

全国の集計におけ
る割合（1５％）と
比べると、やや高い
割合であると言え
ます。

全国の集計における
割合（４２％）と比べる
と、高い値であると
言えます。



★岩手県の令和3年の再入者率は４1．7％。

”新受刑者の

２人に１人が再入者”

※データはいずれも法務省矯正局調査によるもの

６５歳以上
１4％

65歳以上
１３％（全国）

再入者 初入者
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”新受刑者のうち

1２％の人が高齢者”

★犯罪時、岩手県に
居住していた新受
刑者のうち、
65歳以上の者の
割合は約12％。

全国の集計における
割合（13％）と比べる
と低い値であると言え
ます。

“新受刑者のうち７５％の人が

犯罪時に無職“

★犯罪時、岩手県に
居住していた新受
刑者のうち、犯罪時
に無職であった者の
割合は７５％。

全国の集計における
割合（69％）と比べる
と、やや高い値である
と言えます。

全国の集計における割合（５７％）や
東北の他の地域における割合と比べる
と、低い値であると言えます。

“新受刑者の５２％の人は

最終学歴が高卒未満“
”新受刑者のうち５％の人が

精神障害を持っている”

★犯罪時、岩手県に
居住していた新受刑
者のうち、最終学歴
が高校未満である者
（中学校を卒業後に
進学していない人や、
高校を中退した人な
ど）の割合は約５２％
となっています。

高卒未満
５２％

高卒未満
４２％（全国）

無職
7５％

無職
６９％（全国）

６５歳以上
１３％（全国）

６５歳以上
１2％

精神障害あり

５％

精神障害あり

１５％（全国）

★犯罪時、岩手県に
居住していた新受
刑者のうち、何らか
の精神障害を持つ
者の割合は約５％。

全国の集計における
割合（1５％）と比べる
と、低い割合であると
言えます。 全国の集計における

割合（４２％）と比べる
と、高い値であると
言えます。

（人）



★宮城県の令和3年の再入者率は４６．２％。

”新受刑者の

２人に１人が再入者”

※データはいずれも法務省矯正局調査によるもの

６５歳以上
１4％

65歳以上
１３％（全国）

再入者 初入者
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”新受刑者のうち

1４％の人が高齢者”

★犯罪時、宮城県に
居住していた新受
刑者のうち、65歳
以上の者の割合は
1４％。

全国の集計における
割合（13％）と同じ
傾向であると言えます。

“新受刑者のうち６５％の人が

犯罪時に無職“

★犯罪時、宮城県に
居住していた新受
刑者のうち、犯罪時
に無職であった者
の割合は約６５％。

全国の集計における
割合（69％）と比べる
と、低い値であると
言えます。

全国の集計における割合（５７％）と比
べると、低い値であると言えます。

“新受刑者のうち４５％の人は

最終学歴が高卒未満“
”新受刑者のうち２１％の人が

精神障害を持っている”

★犯罪時、宮城県に
居住していた新受刑
者のうち、最終学歴
が高校未満である
者（中学校を卒業後
に進学していない人
や、高校を中退した
人など）の割合は
約４５％となっていま
す。

高卒未満
４５％

高卒未満
４２％（全国）

無職
６５％

無職
６９％（全国）

６５歳以上
１３％（全国）

６５歳以上
１４％

精神障害あり

２１％

精神障害あり

１５％（全国）

★犯罪時、宮城県に
居住していた新受
刑者のうち、何らか
の精神障害を持つ
者の割合は約２１％。

全国の集計における
割合（1５％）と比べる
と、高い割合であると
言えます。 全国の集計における

割合（４２％）と
比べると、やや高い値
であると言えます。

（人）



★秋田県の令和3年の再入者率は５０％。

”新受刑者の

２人に１人が再入者”

※データはいずれも法務省矯正局調査によるもの

６５歳以上
１4％

65歳以上
１３％（全国）

再入者 初入者
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”新受刑者のうち

２９％の人が高齢者”
“新受刑者のうち７２％の人が

犯罪時に無職“

全国集計における割合（５７％）と比べる
と、低い値であると言えますが、新受刑者
のおよそ2人に１人が再入者であるという
傾向は、全国の平均とほぼ同じです。

“新受刑者のうち４８％の人は

最終学歴が高卒未満“
”新受刑者のうち１６％の人が

精神障害を持っている”

★犯罪時、秋田県に
居住していた新受刑
者のうち、最終学歴
が高校未満である
者（中学校を卒業後
に進学していない人
や、高校を中退した
人など）の割合は
約４８％となっていま
す。

高卒未満
４８％

高卒未満
４２％（全国）

無職
７２％

無職
６９％（全国）

６５歳以上
１３％（全国）

６５歳以上
２９％

精神障害あり

１６％

精神障害あり

１５％（全国）

★犯罪時、秋田県に
居住していた新受
刑者のうち、何らか
の精神障害を持つ
者の割合は約１６％。

全国の集計における
割合（1５％）と同じ
傾向であると
言えます。 全国の集計における

割合（４２％）と比べる
と、やや高い値
であると言えます。

（人）

★犯罪時、秋田県に
居住していた新受
刑者のうち、犯罪時
に無職であった者
の割合は約７２％。

全国の集計における
割合（69％）と比べる
と、やや高い値である
と言えます。

★犯罪時、秋田県に
居住していた新受
刑者のうち、65歳
以上の者の割合は
約２９％。

全国の集計における
割合（13％）と比べる
と、高い値である
と言えます。



★山形県の令和3年の再入者率は４７．３％。

”新受刑者の

２人に１人が再入者”

※データはいずれも法務省矯正局調査によるもの

６５歳以上
１4％

65歳以上
１３％（全国）

再入者 初入者
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”新受刑者のうち

２７％の人が高齢者”
“新受刑者のうち８１％が

犯罪時に無職“

全国の集計における割合（５７％）と
比べると、低い値であると言えます。

“新受刑者のうち３５％の人は

最終学歴が高卒未満“
”新受刑者のうち２１％の人が

精神障害を持っている”

★犯罪時、山形県に
居住していた新受刑
者のうち、最終学歴
が高校未満である
者（中学校を卒業後
に進学していない人
や、高校を中退した
人など）の割合は
約３５％となっていま
す。

高卒未満
３５％

高卒未満
４２％（全国）

無職
８１％

無職
６９％（全国）

６５歳以上
１３％（全国）

６５歳以上
２７％

精神障害あり

２１％

精神障害あり

１５％（全国）

★犯罪時、山形県に
居住していた新受
刑者のうち、何らか
の精神障害を持つ
者の割合は約２１％。

全国の集計における
割合（1５％）と比べる
と、高い割合であると
言えます。 全国の集計における

割合（４２％）と比べる
と、低い値
であると言えます。

（人）

★犯罪時、山形県に
居住していた新受
刑者のうち、犯罪時
に無職であった者
の割合は約８１％。

全国の集計における
割合（69％）や東北
の他の地域における
割合と比べると、高い
値であると言えます。

★犯罪時、山形県に
居住していた新受
刑者のうち、65歳
以上の者の割合は
２７％。

全国の集計における
割合（13％）と
比べると、高い値
であると言えます。



★福島県の令和3年の再入者率は５２．９％。

”新受刑者の

２人に１人が再入者”

※データはいずれも法務省矯正局調査によるもの

６５歳以上
１4％

65歳以上
１３％（全国）

再入者 初入者
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”新受刑者のうち

１８％の人が高齢者”
“新受刑者のうち６６％の人が

犯罪時に無職“

全国の集計における割合（５７％）と
比べると、やや低い値であると言えます
が、新受刑者の約2人に１人が再入者
であるという傾向は、全国の平均とほぼ
同じです。

”新受刑者のうち１６％の人が

精神障害を持っている”

★犯罪時、福島県に
居住していた新受刑
者のうち、最終学歴
が高校未満である
者（中学校を卒業後
に進学していない人
や、高校を中退した
人など）の割合は
約５４％となっていま
す。

高卒未満
５４％

高卒未満
４２％（全国）

無職
６６％

無職
６９％（全国）

６５歳以上
１３％（全国）

６５歳以上
１８％

精神障害あり

１６％

精神障害あり

１５％（全国）

★犯罪時、福島県に
居住していた新受
刑者のうち、何らか
の精神障害を持つ
者の割合は約１６％。

全国の集計における
割合（1５％）と比べる
と同じ傾向であると言
えます。 全国の集計における

割合（４２％）と比べる
と、高い値であると
言えます。

（人）

★犯罪時、福島県に
居住していた新受
刑者のうち、犯罪時
に無職であった者
の割合は約６６％。

全国の集計における
割合（69％）と比べる
と、低い値でである
と言えます。

★犯罪時、福島県に
居住していた新受
刑者のうち、65歳
以上の者の割合は
約１８％。

全国の集計における
割合（13％）と比べる
と、やや高い値である
と言えます。

“新受刑者の５４％の人は

最終学歴が高卒未満“



再犯防止関係用語集
や「つなぐ」バックナンバーは
仙台矯正管区のＨＰへ！

TEL ： ０２２－２86－０１３０（直通） FAX ： ０２２－２９４－１０３６
メール ： 2.sendaikyouseik.9gd@i.moj.go.jp

仙台矯正管区 更生支援企画課
せんだいきょうせいかんく こうせいしえんきかくか

再犯防止関係用語集をご活用ください！

地方再犯防止推進計画の策定を検討している皆様はもちろん、「策定は先だけど、
自分の地域の現状を見てみたい…」という方は、ぜひ更生支援企画課へお問い合わ
せください。

…


